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要

ヒー
目

筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
れ
ば 、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
は 、

新
撰
字
鏡
を
出血(
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
熱
字
訓
が 、
そ
の
可
能
性
の
極

め
て
高
い
も
の
か
ら
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
程
度
の
も
の
ま
で
を
合

せ
て
印
例
近
く
認
め
ら
れ
る。
観
智
院
本
の
和
訓
に
新
撲
字
鏡
の
影
響
の

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は 、
既
に
単
字
訓
を
中
心
と
し
た
指
摘
や
研
究
が
あ

る
が 、
改
編
本
類
Em
名
義
抄
の
和
訓
の
出
典
研
究
と
し
て
見
た
場
合
は 、

い
ず
れ
も
挙
例
が
僅
か
で
あ
り
改
編
本の
中
で
も
観
智
院
本
の
み
を
対
象

と
し
て
い
る
点
で
十
分
と
は
言
え
な
い。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
踏
ま
え
た

上
で 、
改
編
本
類
田県
名
義
抄
の
和
訓
の
出
典
研
究
の一
つ
と
し
て、
新
撲

字
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
増
補
に
つ
い
て、
出
典
の
認
定
の
比
較
的
行

い
易
い
熟
字
訓
を
対
象
に
検
討
す
る。

先
ず 、
全
帖
を
有
す
る
観
智
院
本
に
つ
い
て、
全
例
の
挙
例
を
旨
と
し

て
用
例
を
抽
出
す
る
検
討
を
行
い、
岡
本
で
の
実
態
を
具
体
的
に
見
る。

次
い
で
そ
れ
に
基
づ
い
て、
観
智
院
本
と
改
編
本
の
他
本、
即
ち
高
山
寺

本、
蓮
成
院
本、
西
念
寺
本
と
の
比
較
を
行
い、
異
本
間
で
の
相
違
の
有

無
に
つ
い
て
検
討
す
る。
そ
の
結
果 、
蓮
成
院
本
の
み
は 、
新
田隈{子
鏡
を

出血(
と
す
る
熟
字
訓
が
殆
ど
登
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る。
即

ち 、
改
編
本
に
お
い
て、
蓮
成
院
本
は 、
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
熟
字

山

本

人

秀

訓
が
未
だ
取
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
段
階
の
姿
を
伝
え 、
観
智
院
本、
高
山

寺
本、
西
念
寺
本
は 、
そ
れ
が
取
入
れ
ら
れ
た
以
後
の
姿
を
伝
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る。lま

め

じ

類
取県
名
義
抄に
お
い
て 、
観
智
院
本
等の
如
き
改
編
本
が 、
図
書
寮
本の
如

き
原
撰
本
を
基
に
し
て 、
多
く
の
和
訓
を
増
補し
て
編
纂
さ
れ
てい
るこ
と
は

周
知
の
通
り
で
ある 。
こ
の
改
編
本に
お
い
て
増
補さ
れ
た
和
訓が 、
如
何
な

る
出
典に
拠っ
てい
る
のか
とい
う
問
題は 、
類
爽
名
義
抄の
研
究に
お
い
て 、

今
後
解
明
し
て
行か
な
け
れ
ば
な
ら
ない
重
要な
課
題の一
つ
で
あ
る 。
原
撰

本
と
異
な
り
改
編
本で
は
和
訓に
出
典が
示さ
れ
てい
ない
の
で 、
こ
の
問
題

の
解
明
の
為に
は 、
改
編
本に
登
載
さ
れ
てい
る
和
訓の一
々
を
多
く
の
種々

文
献
資
料の
和
訓
と
比
較
し
て 、
夫々
の
出
典を
明ら
か
に
し
て
行
く

必
要が

あ
る 。
改
編
本
の
和
訓の
数は
彪
大で
あ
り 、
し
か
も一
々
の
和
訓の
出
典
を

特
定し
て
行
くこ
と
に
つ
い
て
は
必
ず
困
難
が
附
纏
う
た
め 、
一
朝一
夕に
行

い
得
る
検
討
作
業で
は
ない
こ
と
は
無
論で
あ
る 。
し
か
し 、
こ
の
よ
う
な
検

討
作
業
を
積重
ね
るこ
と
に
よっ
て 、
改
編
本の
和
訓の
出
典
を
解
明
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り 、
そ
れ
と
共に 、
一
々
の
和
訓の
素
姓が
明ら
か
に
さ
れ 、



改
編
本
類
衆
名
義
抄の
国
語
学上
の
価
値
が
一
層
高め
ら
れ
るこ
と
に
な
る
と

回ムピっ。こ
の
よ
う
な
認
識に
立
ち 、
筆
者は
こ
れ
ま
で 、
観
智
院
本
を
中
心
に
し
て 、

改
編
本
の
和
訓
を、
特に
熟
字
訓に
限
定し
て
幾つ
か
の
文
献
資
料
と
比
較
す

注

l

る
検
討
を
行っ
て
来た 。
和
訓
の
中で
も
熟
字訓に
限
定
し
た
の
は 、
出
典の

認
定
が
単{子
訓
よ
り
も
行い
易い
こ
と
と 、
検
討
対
象
と
す
る
和
訓
の
数
を
限

定
す
る
意
図
と
に
よ
る 。
従っ
て 、
い
ず
れ
は
単
字
訓に
も
対
象
を
鉱
大し
て

行
くべ
き
も
の
で
あ
る 。

こ
れ
ま
で
の
右
の
検
討
結
果
の
一
つ
と
し
て 、
観
智院
本に 、
新
撰
字
鏡
を

出
典
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
熟
字
訓
が
登
載
さ
れ
てい
るこ
と
が
判
明
し
た 。

本
稿は 、
こ
の
検
討
結
果
を
整
理
し 、
改
編
本
類
mm
名
義
抄の一
々
の
和
訓
の

出血(
を
明
ら
か
に
し
て
行
くこ
と
を
目
的
と
す
る
研
究の一
つ
と
し
て 、
新
撰

{子
鏡
を
出血(
と
す
る
和
訓
の
増
補に
つ
い
て 、
熟
字
訓
を
対
象に
検
討
す
る
も

の
で
あ
る 。

類
衆
名
義
抄の
原
撰
本に 、
新
撰{子
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
が
登
載
さ
れ
て

い
ない
こ
と
は 、
図
書
留京
本の
和
訓
の
出血(
標
示に
新
撰
字
鏡
を
示す
も
の
の

見
ら
れ
ない
こ
と
か
ら
明ら
か
で
あ
る 。
一
方 、
改
編
本
の一
本で
あ
る
観
智

院
本に 、
新
撰
字
鏡
を
出血(
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
和
訓
が
登
載
さ
れ
てい
る

こ
と
に
つ
い
て
は 、
夙に
佐
藤
喜
代
治
氏が 、
十
余例
を
掲
げ
て
指
摘さ
れ
て

注

2

い
る 。
ま
た 、
吉
田
金
彦
氏
も
同
様の
指
摘を
さ
れ
てい
る
が 、
具
体
例は
掲

注

3

げ
て
お
ら
れ
ない 。
更に
近
年
で
は 、
高
瀬
正一
氏
が 、
新
撰
字
鏡
と
観
智
院

注

4

本
類
取県
名
義
抄
と
の
和
訓
の
総
合
的
な
比
較
を
行っ
て
お
ら
れ
る 。
こ
の
よ
う

に 、
観
智
院
本の
和
訓に
お
け
る
新
撰
字
鏡
の
影
響に
つ
い
て
は
既に
先
学に

よ
る
論
考が
あ
る
が 、
佐
藤
氏
と
吉
田
氏
と
は 、
観
智
院
本の
和
訓に
新
撰
字

鏡
の
影
響
が
あ
るこ
と
を
指
摘さ
れ
たに
止
ま
り 、
吉
田
氏は
具
体
例
を
全
く

掲
げ
て
お
ら
れ
ない 。
ま
た
高
瀬
氏の
御
論
考は 、
両
書
の
和
訓
が
ど
の
程
度

重
な
り
合
う
か
を
主
と
し
て
数
量
的に
比
較
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あっ
て 、

注

5

個々
の
例に
つ
い
て
は
単
字訓7
例
を
指
摘さ
れ
た
に
止
ま
る 。
更に 、
熟
字

注

6

訓に
つ
い
て
は 、
佐
藤氏
が
3
例
を
指
摘さ
れ
た
の
み
で 、
高
瀬
氏は 、
熟
字

訓
を
検
討の
対
象か
ら
除
外
さ
れ
てい
る 。
以
上
の
よ
うに 、
改
編
本の
一
々

の
和
訓
の
出
典を
明ら
か
に
す
る
意
図に
立っ
た
場
合 、
先
行
研
究は
そ
の
為

の
若
干
の
用
例
を
提
供し
て
く
れ
る
に
止
ま
り 、
ま
た
改
編
本の
中で
も
観
智

院
本の
み
が
対
象と
さ
れ
てい
る
点
も
不
十
分で
あ
る 。

そ
こ
で
本
稿で
は 、
先
ず
第一
の
検
討
と
し
て 、
出
典の
認
定
が
比
較
的
行

い
易
く
し
か
も
先
行
研
究で
殆
ど
取
上
げ
ら
れ
て
い
ない
熟
字訓
に
限
定
し

て 、
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
と
考え
ら
れ
る
熟
字
訓
或い
は
そ
の
可
能
性の

あ
る
熟
字
訓
を、
改
編
本
唯一
の
完
本で
あ
る
観
智院
本か
ら
総
て
抽
出
す
る 。

こ
れ
は 、
改
編
本の
一
本で
ある
観
智
院
本
の 、
一
々
の
和
訓
の
出
典を
解
明

す
る
意
図に
立つ
検
討の一
つ
に
位
置づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
共に 、
観

智院
本に
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
和
訓
が
登
載
さ
れ
てい
るこ
と
を、
熟
字

訓
の
面か
ら
も
更に
確
認
す
る
意
味
を
持つ
も
の
で
あ
る 。

次い
で
第二
の
検
討
と
し
て 、
第一
の
検
討に
よっ
て
見
出さ
れ
た 、
観
智

院
本に
登
載
さ
れ
てい
る
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
と
考え
ら
れ
る
熟
字訓
或

い
は
そ
の
可
能
性の
あ
る
熟
字訓
が 、
改
編
本の
他
本 、
即ち
高
山
寺
本 、
蓮

成
院
本 、
西
念
寺
本に
お
い
て
も
同
様に
登
載
さ
れ
てい
る
の
か
否か
を
検
討

し
たい 。
改
編
本の
和
訓の
出
典を
解
明
す
る
とい
う
目
的
を
考
え
た
場
合 、

改
編
本の
中で
も
観
智
院
本
を
用い
て
行っ
た
検
討の
結
果が 、
改
編
本
の
他

の
諸
本に
つ
い
て
も
同
様で
あ
る
の
か
否か
を
検
討
す
るこ
と
が
必
要で
あ
る

か
ら
で
あ
る 。
も
し
改
編
本の
諸
本
間で
異
同
が
見
出
さ
れ
た
な
ら
ば 、
改
編

本
諸
本の
成
立
や
系
統上
の
問
題
等 、
和
訓
の
出
典の
問
題に
止
ま
ら
ない
新

2 



た
な
問
題へ
と
発
展
す
る
可
能
性
も
出
て
来よ
う 。

二

、

観

智

院

本

に

つ

い

て

の

検

討

改編本類爽名義抄における新撰字鏡を出典とする和訓の婚補について

(
l)

 

原
撰
本
唯一
の
伝
本で
あ
る
図
書
寮
本は 、
観智
院
本の
「
法
上」
「
法
中」

ニ
帖に
相
当
す
る
一
帖の
み
が
現
存す
る 。
従っ
て 、
両
本の
和
訓
をこ
の
部

分
に
つ
い
て
比
較
すれ
ば 、
図
書
寮
本に
比
し
て
観智
院
本で
増
加
し
てい
る

和
訓
が
見
出さ
れ
る 。
こ
れ
ら
の
和
訓
は 、
原
則と
し
て
改
編
本に
おい
て
増

補
さ
れ
た
和
訓で
ある
と
考
え
ら
れ
る 。
改
編
本の
和
訓
の
出
典
研
究に
おい

て
は 、
先
ずこ
れ
ら
の
和
訓
を
検
討
対
象と
す
る
こ
と
が
有
意
義で
ある 。
そ

こ
で 、
先
ず 、
観智
院
本の
中で
も「
法上」
「
法
中」
の二
帖
を
対
象に 、
新

撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
熟
字訓
或い
は
そ
の
可
能
性の
あ
る
熟

字
訓
を
摘
出
す
る
検
討を
行
う 。

観智
院
本「
法上」
「
法
中」
に
お
い
て 、
図
書
寮
本に
比
し
て
増
加
し
てい

る
熟
字訓
に
は 、
新
撰
字
鏡
天
治
本
と
の
比
較に
よ
り 、
新
撰
字
鏡
を
出
典
と

す
る
可
能
性が
極め
て
高い
と
考
え
ら
れ
る
熟
字
訓
が 、
次
の
4
例(
熟字の
数

注

7

は
2
例)
見
出
さ
れ
る(
下
段
に
新
撰
字
鏡
天
治
本
を
掲
げ 、
そ
の
標
出{子 、
和
訓
が

注

8

享
和
本
と
異
な
る
場
合
は
享
和
本
の
形
を(
事)
と
し
て
示
す。
標
出{子 、
和
訓
以
外

の
誤
写
の
訂
正
は
省
略
す
る。
以
下
も
同
様) 。

① 
蹴 〔亨然 観三fツオ 智

233 院ヨ ユ マ ぷト
7 ツ �

7 

(
法
上
お
足)

〔
新
撰{子
鏡
天
治
本〕

蹴然
四

日一

畑

町

一話

回

欣

同一 一
何

(

十

二

口

ウ

連

字
)

(享)「
豆
万
己
江」「
太
知
佐
万
与不」

な
し

一
E
E上疋郎反下亡郎反上元

一

面
非

色宍
伊
太
久
阿
乎
美
奴

一

(
三
2
オ
色)

右
の
観智
院
本の
熟
字訓
は 、
い
ずれ
も
こ
れ
まで
比
較
を
行っ
た
資
料(注

l
参照)
の
中で
は
新
撰
字
鏡
の
み
に
一
致
す
る
も
の
で
ある 。
し
か
も 、

①は 、

一つ
の
熟
字
「
蹴然」
に
対
す
る
三
つ
の
和
訓が
揃っ
て
新
撰
字
鏡
天
治
本に

一
致
し
て
お
り 、
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
可
能
性
が
極め
て
高い
と
言っ
て

良か
ろ
う 。
「
タ
チ
ツマ
ッ
ク」
は
完
全に
一
致
し 、
他の二
訓
は 、
新
撰
字
鏡

天
治
本が「
豆
十六
己
江」
「
太
和
佐
万
与
不」
で
ある
の
に
対し
て
観智
院
本は

「ツマ
コ
ユ」
「
チ
サマ
ヨ
フ」
と
小
異が
あ
るが 、
前
者
は
動
詞
連
用
形
又
は

そ
の
転
成
名
詞「ツマ
コ
エ」
を
動
詞
終止
形「ツマ
コ
ユ」
に
改め
た
か「エ」

を
「ユ」
に
誤
写し
た
も
の
と
見るこ
と
が
で
き 、
後
者は 、
「
チ
サマ
ヨ
フ」

で
は
意
を
成さ
ず
「タ」
を
誤
脱
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ 、
両
者
と
も一
致
に

準ぜ
ら
れ
る 。
②の「
絶
純」
に
対す
る
和
訓は 、
観智
院
本で
は「
イ
タ
ク」

「
ア
ヲ」
「ミ
メ」
の
三
訓
の
如
くに
書か
れ
てい
る
が 、
新
撰
字
鏡
天
治
本に

照ら
せ
ば 、
「
イ
タ
ク
ア
ヲ
ミ
メ」(「メ」
は「ヌ」
の
誤写)
の
一
訓で
ある
こ

と
が
判る 。
つ
ま
り
「
イ
タ
ク
ア
ヲ
ミ
ヌ」
とい
う 、
三
語に
よ
る
句の
形
を

取
る
和
訓
が
一
致
し
て
お
り 、
こ
れ
も
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
可
能
性が
高

い
と
言
えよ
う 。

こ
の
よ
うに 、
観智
院
本「
法
上」
「
法
中」
の
熟
字
訓に
新
撰
字
鏡
の
影
響

が
あ
る
と
す
れ
ば 、
更
に「
法
上」
「
法
中」
の
次の二
例も 、
新
撰
字
鏡
を
出

典
と
す
る
熟
字訓
で
あ
る
可
能
性が
考
え
ら
れ
て
来る 。

(
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叫叱
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法
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絶
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三
2
オ
色)

(
跨)

w

一

④
崎
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け
り
万一1

上
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上
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一

騎
拒
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間以

一
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十

二

幻

オ

連

字
)

イ

タ
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②
絶
叫侃アヲ
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(
法
中
お
色

(
法
上
舵
足)
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い
ず
れ
も 、
図
書
寮
本に
は
登
載
さ
れ
て
お
ら
ず 、
しか
もこ
れ
ま
で
の
比較

検
討で
は
新
撰
字
鏡
以
外の
資
料に
は
見
出さ
れ
な
かっ
た
熟
字
訓で
ある 。

新
撰
字
鏡
天
治
本に
一
致
す
る
と
は
言い
難い
もの
の 、
近
似し
た
和
訓
で
あ

り 、
新
撰{子
鏡に
拠っ
て
い
る
可
能
性
が
考
えら
れ
て
来る 。
③は 、
新
撰
字

鏡
天
治
本
が「
阿
乎
弥
豆
志
牟」
で
あ
る
の
に
対し
て
観
智
院
本は「ツ
シ
ム」

の
み
で
あ
る
が 、
「能
地」
の
熟
字
自
体こ
れ
ま
で
の
比
較
検
討で
は
新
撰
字
鏡

以
外に
は
見
出
さ
れ
な
かっ
た
も
の
で
あ
り 、
そ
の
点が
注
目
さ
れ
る 。
④は 、

新
撰
字
鏡
天
治
本が
「
豆
万
豆
久」
で
あ
る
の
に
対し
て
観
智
院
本は
「
タ
チ

ツマ
ッ
ク」
で
あっ
て
@よ
り
も
更に
問
題
が
多い
が 、
「
タ
チ
ツマ
ッ
ク」
と

い
う
複
合
動
詞(
或い
は連
語)
は 、
新
撰
字
鏡
天
治
本に
お
い
て 、
上
掲
①の

(

限
)

「
蹴
然」
の
和
訓
に
見ら
れ
る
他「
郎
鴻」
「
踏
時」
「
限
隣」
の
和
訓に
も
見ら

れ 、
改
編
本が
拠っ
た
新撰
字
鏡で
は「
筒
躍」
に
も「
タ
チ
ツマ
ッ
ク」
(実

際には
万
葉仮名で)
と
あっ
た
とい
うこ
と
も
考
えら
れ
て
来る 。
こ
れ
ら
2

例は
確か
な
例
と
は
言い
難い
も
の
で
あ
る
が 、
先
の
①②の
4
例の
よ
うに

新
聞供
字
鏡
を
出
典と
す
る
可
能
性の
極め
て
高い
熟
字
訓
が
存
す
る
こ
と
よ
り

推
進
め
て
考
え
れ
ば 、
こ
の
2
例
も
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
て
来る
の
で
ある 。

(
2) 

右に
検
討し
た
如
く 、
観
智
院
本の「
法上」
「
法
中」
に
新
撰
字
鏡
を
出血(

と
す
る
熟
字訓
が
登
載
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば 、
観
智
院
本の「
法
上」「
法
中」

以
外の
帖に
も
新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
熟
字訓
の
存
す
る
こ
と
が
当
然に
予

想さ
れ
る 。
逆に
言
え
ば 、
先に
掲げ
た「
法
上」
「
法
中」
の
用
例に 、
更に

「
法
上」
「
法
中」
以
外の
帖の
用
例
が
加
えら
れ
る
な
ら
ば 、
観
智
院
本の
熟

字
訓に
新
撰
字
鋭の
彩
縦リ
が
あ
る
こ
と
の
蓋
然
性
が 、
更に
高め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る 。
ま
た 、
改
編
本の
一
々
の
和
訓
の
出
典
を
明ら
か
に
す
る
目
的か
ら

も 、
更に「
法上」
「
法
中」
以
外の
帖に
検
討の
輪
を
鉱げ
る
こ
と
が
必
要と

な
る 。
そ
こ
で 、
先
の
検
討に
引
続い
て 、
観
智
院
本の「
法上」
「
法
中」
以

外の
帖に
つ
い
て 、
新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
可
能
性の
考
えら
れ
る
熟
字訓

を
抽
出
す
る
検
討を
行い
たい 。

「
法
上」
「
法
中」
以
外の
帖に
つ
い
て
は 、
図
書
寮
本が
現
存し
てい
ない

た
め
原
撰
本に
お
け
る
状
況
を
見る
こ
と
が
で
き
ず 、
そ
の
点「
法
上」「
法
中」

に
比べ
る
と
出
典の
判
断の
上
で
若
干
不
利と
な
る 。
し
か
し 、
「
法上」
「
法

中」
に
つ
い
て
検
討し
た
先
の
∞②及
び
①⑤の
例
と
同
様の
考
え
方に
よっ

て 、
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
可
能
性の
ある
熟
字
訓
を
抽
出
す
る
こ
と
は
可

能で
あ
る 。
以
下 、
そ
れ
ら
を、
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
可
能
性が
高い
と

思わ
れ
る
も
の
か
ら
掲げ
て
行
く 。

先
ず 、
一
つ
の
熟
字に
対
す
る二
つ
以
上
の
和
訓
が
揃っ
て
新
撰
字
鏡
天
治

本に一
致
す
る
か
或い
は
そ
れ
に
準
じ
得る
例
と
し
て 、
次の
日
例
(
熟
字
の

数は
7
例)
が
掲げら
れ
る 。

⑤
間押
媛け
一一
一…
一…

ナ
)リ
オ
ハハ刊
一以

シ

(
倫

中
ロ
女)

(

除
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⑥
吸柑引いい
M
JJ
ク

\ナ
ル

⑦ 
唆
嘱\ \ 
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オン!

ロ
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カ
ナ
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供
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M
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(

勃
)

\
ト

V

パ

⑨
砲
幼
い
k
…
一一
ン

\
キ
カ
ム

(
悌
中
お
口

⑩
噌
轍
いい
け
一
U
7

(
備
中
mU
口

⑪
噸
崎
山
U
山
ノ
い一
ヱ
ナ
キ

改編本類衆名義抄における新撰字鏡を出典とする和司11の噌補について

(
備
中
幻
口

(
例
中
お
口

砲
勃

刊日出
日
開
奈
(
十
二
M
オ
連
字

薗回

歓

衆

按

X

銭

壁

止

3

日
曜
呂
久
又
佐
和
久

唱雪作
然 劇

久歎 貝洞
又怖 太劇
貯也 波也
毛歎 志不( 保吟面L定

口 天也 天之
部(留費 ( 
に 十 川 十
も 二 二

同 17 22 
司11ウ ウ
あ 連 連
り 字 字

⑮
時吃、コト、モリ

⑬ 
貧(

77 

メメ

勺"ヌ

タン
フ{

半

l' 
濁

(
悌
中
川
口

(

ワ
)

⑪
砲
休
、
コ
ネ
ナ
ン

(

閣官
)

⑬
噴
雌\ハナヒル

、

目J

4
1

κヨ

\

r

r九
u、
p
aH4

4
1

\

Z

〉

(

肌
)

⑫

庇

脈
\

オ

れ

ワ

ア

(
悌
下
末
1
牛)

(
悌
中
お
ロ)

(
備
中
お
口

(
悌
上
回∞
身)

(
悌
中
山川
肉)

震
然

{曽{弗7
下上
22 32 
虫人

向
キ仁
以
灸反
下
英
牟反

生
虫(

略)
二
字加
左
女

(
享)
項な
し

③
煉
姑

一端一一ム

螺
姑
胤

一間一
一間
一町

古

こ
れ
ら
の
内
⑬は 、
新
撰
字
鏡
天
治
本で
は
標
出
字が
単{子「抗乙
で
あ
る
が 、

観
智
院
本の
形
態に
従っ
て
こ
こ
に
掲げ
た 。

右の
他 、
次
の
2
例
も
新
撰{子
鏡
天
治
本
と一
致
す
る 。

注

目

⑧
郭
公(
鳥)\ホト
i

一

郭
公
鳥
者

⑫
蛸
幹カサメ

(
僧
下
口
虫

(
僧
中
山

鳥

(
享)
連{子
部で
は「
奈
介
久」
な
し

事

a
z

q
而

干

正

直

H

5

pt

止

白

E

利

(
十
二
M
オ
連
字)

年

一一

一制

女

(
単

字
見

出)(
五
5
ウ
牛)

" E�� 射 ;;;: 噴_ n包
脈世 措 ご乞 日走警休
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保 六 雑 � �里波 之 姶
知付 要 � 奈太之 室 奈

干扇 額止干些 宇
三 は; も 二 箇 二
23 ;;� 同 24 � 24 
オ 話 訓 オ オ
連己 あ 連 連
字 り 字 字

(
十
二
例
オ
連
字)

(
享)
項な
し

惨
然
回M一
時也

(
十
二
げ
ウ
連
字)

(
十二
%一
オ
連
字)

貢
H4
暢
五
鞄
而
忠
心
宍

耳
目

乃
比
須
X
息品川
久

(
岬問
中
日
ロ)

(
十
二
例
オ
連
字)

右
の
内 、
⑦の
「
唆
嘱」
に
対
す
る
観
智
院
本「
ヲ
サ
シ」 、
⑪の「
噸
坤」
に

対
す
る
岡
本「
ノ
ヒ」
「ヱ
ナ
キ」
が 、
新
撰
字
鏡
天
治
本に
比べ
て
少
し
異
な

る
が 、
そ
れ
ら
を
も
含め
以
上
の
凶
例
の
熟
字
訓は 、
新
撰{子
鏡
を
出血(
と
し

注

凶

て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高い
と
言っ
て
良か
ろ
う 。

ま
た 、
二
語に
よ
る
句の
形
を
取る
和
訓
が
一
致
す
る
もの
と
し
て 、
次
の

l
例
が
あ
る 。

⑫

可

咲

一一

一刊

行

久

μ

一

可

吹

又

可

咲

一間

一一

蹄

耕

一r

は

乎

の

さ

一

(
十
二
M
オ
連{子)

こ
れ
も 、
新
撰{子
鏡
を
出
典と
す
る
可
能
性が
高い
と
言
え
よ
う 。

新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
可
能
性
が
高い
と
言っ
て
良い
と
思わ
れ
る
の
は

以
上
の
⑤
1

⑫の
凶
例で
あ
る
が 、
次
の
日
例
も
新
撰
字
鏡
天
治
本
と一
致
し 、

新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
熟
字
訓
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る(和
訓の
音

節
数
の
多
い
も
の
か
ら
掲
げ
る) 。

⑬
作
劇
\
タ
ハ
ソ
レ
テ

(
悌
上
犯
人)

{

哨
)

⑭
|

然オモホテル

八
初
オ
虫)

八
初
オ
虫

八
ロ

ウ
鳥)
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⑧一
朔

詰曽川滑
に

与

一宮'

平
濁
平)

一

一
朔
濯
同
(
ソ
ク
ト
ク)

(
僧
上
総
州)

一

この2例は 、
新撰字鏡が出典である蓋然性が⑬1⑧より低いと見ら

注

ロ

れるものであるが 、
新撰字鏡天治本に完全に一致し 、
しかもこれま

での比較検討では他の資料に完全一致の例を見なかった熟字訓であ

るので 、ここに掲げる 。尚 、
③は字立国語の例であるが 、
熟字訓に準

じた 。また次の6例は 、
新撰字鏡天治本に完全には一致しないが 、やは

り新撰字鏡に拠っている可能性が考えられるものである 。

{

崎明
)

(

マ

マ
)

⑫巧|
げけ
れ 卜削実

木菟又云功婦矩
(八ロウ鳥)

(

佐
)

島
、
d

⑫|客\77ス

佐客岡崎純一山
一怒(十二nウ連字)

(
享)
項なし

吹
政
側
刑
制
服
悦
宍
(
十
二
M
オ
連
字)

可
吹
又
可
咲

時間一
一川
耕
一r
は
乎
の
誤)

(
十
二
M
オ
連
字)

(
享)
「
可
吹
又」
な
し

主

小

児

聾

E

字

曾

布

借
木
鵬
一疫
細
川
木
(
十
二
お
オ
連
字)

(

臨

時

雑

要

字

に

も

同

訓

あ

り
)

以上の⑤1⑪は 、
新撰字鏡天治本との比較により 、
新撰字鏡を出

血(とする可能性の考えられる熟字訓を 、略 とその可能性のより高いも

のから掲げたものである 。これらの他に 、
天治本には一致する和訓

⑧ ⑧  
可 吹
吹 咳
\ ア
ヲ� ケク

キ お ヒ

h
fk

\
ワ
ラ
ハ
ノ
ナ
ク
コ
ヱ
ナ
リ

i

t

 

〆M
E

\
ウ
ソ
ア
ク

(

惜
)

注

H

⑪|木
\コス
リキ

(例中幻女
(偽上幻人

(悌中的出口
(悌中将口

(例中位口
(悌上初人

員三
重
上
所
角
反
下
直
角

E'4
4
反
井
曾
久
度
久

七
%
オ
州)

(
十
二
時
ウ
重
点)

が見られないが 、
新撰{子鏡の抄録本に属する享和本には一致するか

或いはそれに準じ得る和訓が見られるという熟字訓も4例ほど見出

される 。今の段階では 、
改編本の拠った新撰{子鏡がどのような系統

の本であるかを特定することはできないので 、これらも新撰字鏡を

出血(とする可能性の考えられる熟字訓として扱って然るべきであろ

う 。それを次に掲げる
(

下
段
に

新
撲
字
鏡
享
和
本
を
掲
げ 、
天

治
本
の
形
を(
天)

と
し
て
注
記
す
る) 。
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飲

秋

引百

戸

九件

宇ヶ
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(僧中必欠)

(偽中川明日)

〔新撰字鏡享和本〕

螺
蛸
祉
問
陥
間
前
姉
建
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鰐
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万

(
mm
オ
虫)

(

天
)

嬢

蛸

臨

む結同剛志
{

マ

マ
}

憲一
鶴
ι

謀議泣

(
別
ウ
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(
天)「
左
久
利
」な
し

哩
L啄
際一
一均
一辺

(
お
ウ
連{子)

(
天)

項
な
し

以上の@1@の江川例が 、
観智院本の「法上」「法中」以外の帖にお

ける 、
新撰字鏡を出典とすると考えられる或いはその可能性がある

と判断した熟字訓である 。

先の「法上」「法中」二帖を対象とする検討と 、
右の「法上」「法

中」以外の帖を対象とする検討とから 、
観智院本の熟字訓に新撰{子

鏡の影響のあることが 、
明らかにされたと言って良かろう 。個々
の

例について見れば 、
新撰字鏡を出典とする可能性が極めて高いもの

からその可能性があるという程度のものまでがあって 、一律には論

⑧
哩
嘘
\
Lf JKD



じられない憾みがありはするが 、
特に
①② 、
⑤1⑫の計幻例は 、
新

撰{子鏡を出典とする熟字訓であると見て恐らくは間違いないであろ

予司ノ 。

、

観

智

院

本

と

他

の

改

編

本

諸

本

と

の

比

較

改編本類衆名義抄における 新撰字鏡を出典とす る 和訓の増補について

(
1)

 

「一この検討によって 、
観智院本に 、
新撰字鏡を出血〈とする熟字

訓が登載されていることが明らかにされた 。ここではそれを受けて 、

他の改編本諸本 、
即ち高山寺本 、
蓮成院本 、
西念寺本では 、
新撰字

鏡を出血(とする熟字訓の登載状況がどのようであるかを検討する 。

「一こに掲げた諸例は 、
総てが新撰{子鏡を出血(とする確かな例と

言えるわけではない 。しかし 、ことではそれらをも含め「一こに掲

げた観智院本の全例について(
以下
こ

れ
ら全例
を仮
に「新
撰字鏡
を
出典

注

凶

と
す
る
と考
え

ら
れ
る熟字訓」
と称
す
る
て

それらが高山寺本 、
蓬成院本

注

口

注

目

(鎮国守国神社蔵
本)、
西念寺本(天理図書館
現蔵
本
に
よ
る)に登載され

ているか否かを比較検討したい 。以下にそれを一覧表にして掲げる 。

尚 、
①1
命話⑮の計8例は 、
観智院本以外の三本がいずれも相当部

分を現存していないので 、
この一覧表からは除外する(標出字は観智

院
本
の
み
代
表
し
て
掲
げ 、
そ
の
際
誤
字
は
正
し
た
上
で
掲
げ
る。
観
智
院
本
以
外
の

各
本
に
お
け
る
×
印
は
そ
の
和
訓
が
登
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し 、
空
欄
は
相
当

部
分
を
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
す) 。

〔観智院本〕
一〔高山寺本)
一〔蓬成院本〕一〔西念寺本〕

\
ウルハ
シ
一
\
ウルハ
シ
一
X

一

\ニ
ホ
フ

一
\ニ
ホ
フ

一

一

\
オソヨ
カ二一
\
オソヨ
カニ一

一

⑤回押媛

× × 

⑥
吸
政

⑦
唆
曜

③
曙
嘱

⑨
砲
勃

⑩
噌
畷

⑪
噸
岬

⑫
可
咲

⑬
作
劇

⑬
暗
然

⑬
時
吃

⑪咽
休

⑬
噴噴

⑬射
搭

@
惨然

⑫
蛸
鉾

③熔
姑

\ホ
メ
ク

\
ナル

\、
ke〉
ロ
刀ノ

\サ
ク
/\シ

ス
カ
ナ
シ

\
ヲ
サシ
(

、

〉

}

\
サ
クニ
シ

\ス
カ
ナシ

\
ヲ
サ
ナシ

\コハ
ナシ

\
キ
カム

\
サハ
ク

\
ト〉
ロ
ク

、\ノ
ヒ

\ヱ
ナ
キ(
ン
)

ア
ナ
ヲカル

\タハ
シレ
テ

オモ
ホ
テル

コ
ト〉
モ
リ

(

ワ
)

\コ
ネナシ

\ハ
ナヒ
ル

\
弓カ
ケ

\コ
ノ
ム

カ
サ
メ

ケ
ラ

\ホ
メ
ク

× × 
\
サ
ク〉
〉
シ

\ス
カ
ナシ

\
ヲ
サシ

\
サ
ク〉
〉
シ

\ス
カ
ナシ

\
オ
サ
ナシ

コハ
ナシ

キ
カム

\
サハ
ク

\
卜〉
ロ
ク

ノ
ヒ

ヱ
ナ
キ

ア
ナ
ヲカシ

タハ
シレ
テ

×
 

コ
ト〉
モ
リ

コ
ワ
ナシ(
ル
)

\ハ
ナヒ
シ

弓カ
ケ

コ
ノ
ム

サハ
ク

ト〉
ロ
ク

カ
サ
メ

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

タハ
シ
レ
テ

弓カ
ケ

コ
ノ
ム
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⑫
郭
公
鳥\
ホ
ト〉
キ
ス

⑧
新一擢
同(ソ
ク
ト
ク)

⑧
巧
婦
\
J

Y

⑫
佐
客
\
ア
フ
ス

⑧
吹
怯

ア
ケヒ

⑧
可
吹

⑩
峨t

⑪
借
木

@
螺
蛸

\
ヲ
カ
シ

\
ウ
ソフ
ク

ヲ \ ア \
カ ア へ ツ
シ ケタス クヒ

\ウコ ソ
ス(フ
クヱク
キ

ア
クヒ

× × × × × 

7
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カ
へ
ス

コ
ス
リ
キ

\コ
ス
リ
キ

\
アシマ
キ

アシ
カ
ラ
ミ

⑧飲
歓
サ
ク
リ

⑧哩
喋
\タ
ケヱ

タ
ケヱ

×

右の一
覧
表か
ら 、
各
本に
つ
い
て
次
の
点が
判
明
す
る(
説明の
都合によ

り
高
山
寺
本、
西
念
寺
本、
蓮
成
院
本
の
順
に
述
べ
る) 。

先
ず
高
山
寺
本で
は 、
比
較
可
能
な
お
例の
内 、
そ
の
殆ど
の
初
例
ま
で
が

登
載
さ
れ
てい
る 。
こ
れ
よ
り 、
岡
本の
新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
熟
字
訓の

登
載
状
況は 、
観
智
院
本に
近い
こ
と
が
判る 。

次に
西
念
寺
本で
は 、
比
較
可
能
な
の
は
⑬

⑪品昂)
⑪の
5
例の
み
で
ある

が 、
こ
れ
ら
で
見る
限
り
全
例
が
登
載
さ
れ
てい
る 。
従っ
て 、
西
念
寺
本に

お
い
て
も 、
観
智
院
本
と
同
様の
状
況で
あ
る
か
そ
れ
に
近い
も
の
で
あっ
た

と
判
断
し
て
良い
で
あろ
う 。

以
上
の
よ
うに 、
新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
熟
字
訓の
登
載に
つ
い
て 、
高

山
寺
本
と
西
念
寺
本
と
は 、
観
智
院
本
と
同
様の
状
況か
近い
状
況で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る 。

とこ
ろ
が 、

× × × 

こ
れ
ら
に
対
し
て 、
蓮
成
院
本の
み
は
状
況
が
大
き
く
異
なっ

てい
る 。
即
ち 、
蓮
成
院
本で
は 、
比
較
可
能
なお
例の
内 、
登
載
さ
れ
てい

る
の
は

⑩晶⑧の
計4
例の
み
で
あっ
て 、
他の
MM
例は
悉
く
登
載
さ
れ
てい

ない
の
で
あ
る 。
こ
れ
に
よ
り 、
同
じ
改
編
本の
中に
あっ
て
も 、
蓮
成
院
本

の
み
は 、
観
智
院
本に
登
載
さ
れ
てい
る
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
熟
字
訓が 、

殆
ど
登
載
さ
れ
てい
ない
こ
と
が
判る 。
尚 、
蓮
成
院
本に
例
外
的に
登
載
さ

れ
てい
る
4
例に
つ
い
て
は 、
⑩「
噌
轍
げ

…

けク」
⑧「
吹
吃アクヒ」
が「
口」

部
の
末
尾
部
分(
併帖印
了裏)
に 、
⑫「
同州
蜂カサメ」
は「
虫」
部の
末
尾
部

分(
僧帖川
了表)
に
登
載
さ
れ
て
お
り 、
い
ず
れ
も
部
首の
末
尾
部
分に
登
載

さ
れ
てい
る
とい
う
点が
共
通
し
てい
る 。
こ
の
事と 、
こ
れ
ら
の
4
例が
例

外
的に
蓮
成
院
本に
登
載
さ
れ
てい
るこ
と
と
に
は 、
何
ら
か
の
関
係が
ある

と
思わ
れ
る 。
こ
れに
つ
い
て
は 、
蓬
成
院
本のこ
れ
ら
の
熟
字
訓が
後
補に

注

円

よっ
てい
る
とい
う
可
能
性が
考え
ら
れ
る 。

(2) 

右で
は 、
観
智
院
本に
登
載
さ
れ
てい
る
新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
と
考
え

ら
れ
る
熟
字
訓が 、
他の
改
編
本
各
本に
登
載
さ
れ
てい
る
の
か
否か
を
検
討

し
た 。
そ
の
結
果と
し
て 、
高
山
寺
本と
西
念
寺
本とに
は
そ
れ
ら
が
観
智
院

本と
略 d
同
様に
登
載
さ
れ
て
お
り 、
他
方
蓮
成
院
本の
み
は
そ
れ
ら
の
殆ど
が

登
載
さ
れ
てい
ない
こ
と
が
判
明
し
た 。
し
か
し 、
以
上に
掲げ
たも
の
以
外

に 、
観
智
院
本に
は
登
載
さ
れ
てい
ない
が
他の
改
編
本に
は
登
載
さ
れ
てい

る
とい
う 、
新
撰
字鏡
出
典の
熟字
訓が
存
す
る
可
能
性も
考
え
ら
れ
な
くは

ない 。
従っ
て 、
異
本
間
の
比
較で
は
こ
の
点に
つ
い
て
も
明
確に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る 。

先ず 、
高
山
寺
本と
西
念
寺
本
とに
は 、
い
ず
れ
も
そ
の
よ
う
な
熟
字
訓は

見
出さ
れ
ない 。
従っ
て 、
こ
の二
本に
お
け
る
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
熟

字訓の
特
載
状
況は 、
観知口
院
本
と
略 〈
同
様で
あ
るこ
と
が 、
更に
確
認
さ
れ

8 



改編本類衆名義抄における新撰字鏡を出典とする和訓の増補について

るこ
と
に
な
る 。

と
こ
ろ
が 、
こ
れ
に
対し
て
蓮
成
院
本に
は 、
新
撰{子
鏡
を
出血(
と
す
る
と

考
え
ら
れ
て 、
観
智
院
本に
登
載
さ
れ
てい
ない
とい
う
熟
字
訓が 、
「
法」
帖

「
水」
部
に
3
例
ほ
ど
見
出
さ
れ
る 。
こ
の
3
例
も 、
改
編
本に
お
け
る 、
新
撰

{子
鏡
を
出血(と
す
る
可
能
性の
考
え
ら
れ
る
熟
字
訓
と
し
て 、
本
稿に
掲げ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
も
の
で
あ
る 。

〔
蓬
成
院
本〕

(

マ

マ
)

サ

カ

7

キ

@

浜

論
ナ

カ

?

水

卜

コ

カ

ヘ

ル

樵 i里 :;;:: 1告
j開 請百 三!:: _ 論
流上 水 ι マ :1\上

宍父 鱒 力 I!::'三 奈五 記(宗 廻追 1筒 加 各 'r:!略反 也反留E 留反 漢)下 佐廻 '3" { ......... 室波莫 加復水仲 美略 ゐ夜伺 万也 乃� �: - 硯
(支反 (支流 古 刀u �乃佐 天±也水士 加 主 士 c加 治λ 一 戸 万 一
21 疾玩 1iì� 22留支 黒
ウ オ 曾主主連 運
字 字 字

法

的ω

ウ

水
)

⑨一
宮

低

温

サ

カ

マ

キ

(

法

幻

ウ

水

⑧
檎

澗ハヤシ

(

法

お

ウ

水

(
享)

横
目(
略)

日
渡
也
支
世

い
ず
れ
も
図
書
寮
本に
は
登
載
さ
れ
てい
ない 。
こ
の
内 、
特に
⑮は 、
新
撰

{子
鏡
を
出血(と
す
る
可
能
性
が
極め
て
高い
と
言
え
よ
う 。
高
山
寺
本と
西
念

寺
本
と
に
つ
い
て
は 、
「
水」
部
を
現
存
し
て
い
ない
の
で
右の
熟
字
訓の
存否

は
未
詳
で
あ
る
が 、
観
智
院
本に
は
3
例
と
も
登
載
さ
れ
てい
ない 。

蓬
成
院
本に
右
の
知
き
熟
字
訓
が
存
す
る
こ
と
は 、
観
智
院
本に
登
載
さ
れ

て
い
る 、
新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
熟
字
訓が 、
蓮
成
院
本に

殆
ど
登
載
さ
れ
てい
ない
とい
う
先
の
検
討
結
果
と
一
見
矛
盾
す
る 。し
か
し 、

右
の
3
例
を
加
え
て
も 、
蓮
成
院
本に
登
載
の
新
撰{子
鏡
を
出
典と
す
る
と
考

え
ら
れ
る
熟
字
訓は 、
先の

⑩⑫⑧ 、
右の

(ωゐ⑮の
計7
例で
依
然と
し
て

少
く 、
蓮
成
院
本で
は 、
熟
字
訓に
お
け
る
新
撰
字
鏡の
影
響が
観
智
院
本に

比べ
て
遥か
に
少い
こ
と
に
は
変り
が
ない 。
しか
も 、

⑩ゐ⑨は 、
い
ず
れ

注

初

も
「
水」
部の
末
尾
部
分に
登
載
さ
れ
て
お
り 、
部
首の
末
尾
部
分に
登
載
さ

れ
て
い
る
とい
う
点で
先
の

白骨⑮と
共
通
し 、
注
目さ
れ
る 。
蓮
成
院
本に

登
載
さ
れ
て
い
る
数
少い
例がこ
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
部
首
末
尾に
存
す
るこ

と
に
は 、
何
ら
か
の
共
通
す
る
理
由
が
あ
る
と
思わ
れ
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は 、

先に
も
述べ
たよ
う
に 、
蓮
成
院
本の

⑩晶晶 、

⑩あ〉
⑧がい
ず
れ
も
後
補に

よっ
てい
る
とい
う
可
能
性が
考
え
ら
れ
る 。
た
だ
問
題な
の
は 、
右の
⑧@

⑧に
つ
い
て
は 、
こ
れ
ら
が
観
智
院
本に
登
載
さ
れ
てい
ない
こ
と
で
あり 、

こ
の
点が

⑩⑫⑮と
は
大
き
く
異
な
る 。
そ
の
理
由は 、
今の
段
階で
は
明
確

に
は
し
難
く 、
こ
の
問
題の
解
決
の
為に
は 、
今
後
更に 、
観
智
院
本と
蓮
成

院
本
と
の
本
文に
つ
い
て
多
く
の
視
点に
よ
る
比
較
検
討を
行
う
必
要
が
あろ

注

れ

う
と
思わ
れ
る 。(

3) 

以
上
の
検
討よ
り 、
高
山
寺
本 、
西
念
寺
本で
は 、
新
撰
字
鏡
を
出血(と
す

る
熟
字
訓が
観
智
院
本と
略 d
同
様に
登
載
さ
れ
てい
る
が 、
そ
れ
に
対し
て
蓬

成
院
本の
み
は 、
新
撰
字
鏡
を
出
典と
す
る
熟
字
訓
の
登
載
数
が
他の
改
編
本

に
比べ
て
遥か
に
少い
とい
う 、
異
本
間
の
相
違の
あ
るこ
と
が
判
明
し
た 。

換
言す
れ
ば 、
熟
字
訓に
つ
い
て
言う
限
りで
は 、
観
智
院
本 、
高
山
寺
本 、

西
念
寺
本が
新
撰
字
鏡
の
影
響
を
受け
てい
る
の
に
対
し
て 、
蓬
成
院
本は
そ

注

幻

・

幻

の
影
響
を
殆
ど
受
け
てい
ない
とい
うこ
と
で
ある 。
ま
た
改
編
本
を
総
体
と

し
て
見
た
場
合 、
改
編
本に
お
け
る
熟
字
訓の
増
補の
段
階
を、
各
本が
端
的

に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
即ち 、
一
部の
例
外
を
除
き 、
蓮
成
院
本は 、

新
撰
字
鏡
を
出血(と
す
る
熟
字
訓
が
未
だ
取
入
れ
ら
れ
てい
ない
段
階の
姿
を

9 



伝
え
て
お
り 、
観
智
院
本 、
高
山
寺
本 、
西
念
寺
本は 、
そ
れ
が
取
入
れ
ら
れ

た
以
後
の
姿
を
伝
え
てい
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る 。

こ
の
よ
うに
考
え
る
と 、
本
稿
の
検
討
結
果は 、
単に
和
訓
の
出血ハ
や
増
補

の
問
題
だ
け
で
は
な
く 、
改
編
本
諸
本の
成
立
や
系
統
関
係
とい
う
新
た
な
問

題へ
と
も
発
展
し
て
来る 。
改
編
本
諸
本の
系
統
関
係に
関し
て
は 、
こ
れ
ま

で
に
も
幾つ
か
の
説が
提
示さ
れ
てい
る 。
そ
こ
で 、
府に 、
系
統
関
係に
関

わ
る
従
来の
説
と
本
稿
の
検
討
結
果
と
の
関
係に
つ
い
て
述べ
る
と
共に 、
系

統
研
究の
上
で
の
本
稿の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
たい 。

系
統
関
係に
関わ
る
従
来の
説
と
の
関
係
を
考
え
た
場
合 、
特に
問
題
と
な
注

訓

っ
て
来
る
の
は 、
高
山
寺
本
と
蓮
成
院
本
と
の
系
統上
の
位
置づ
け
で
あ
る 。

岡
田
希
雄
氏は 、
高
山
寺
本
を
観
智
院
本よ
り
も
前出の
も
の
と
さ
れ 、
蓮
成

注

お

院
本は
観
智
院
本よ
り
も
後
出の
も
の
と
さ
れ
た 。
川
瀬一
馬
氏は 、
高
山
寺

本は
観
智
院
本よ
り
も
古
態
を
多
く
残
す
と
さ
れ
た
上 、
系
統
的に
も
高
山
寺

本
と
他
本
と
を
大
き
く
別
系
と
さ
れ 、
蓮
成
院
本は
観
智
院
本に
近
く 、
同
本

注

目四

と
兄
弟
関
係で
あろ
う
と
さ
れ
た 。
渡
漫
賀
氏
も 、
分
冊
方
式
と
正
式
書
名
と

注

幻

の
視
点か
ら 、
高
山
寺
本
と
他
の
諸
本
と
を
大
き
く
別
系
と
考
え
ら
れ
た 。
と

こ
ろ
が 、
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
熟
字
訓の
増
補の
面か
ら
は
蓬
成
院
本が

他
本よ
り
も
古い
姿
を
伝
え
てい
る
と
考
え
ら
れ
る
とい
う
本
稿の
検
討
結
果

を、
こ
れ
ら
の
説に
突
合せ
た
場
合 、
特に
蓮
成
院
本
と
高
山
寺
本
と
の
関
係

が
符
合
し
ない
の
で
あ
る 。
改
編
本の
系
統
関
係
を
解
明
す
る
為に
は 、
最
終

的に
は
様々
の
視
点か
ら
の
検
討
結
果
を
総
合
す
る
必
要
が
ある
の
で 、
新
撰

字
鏡
出
典の
熟
字
訓
の
増
補の
み
を
取
扱っ
た
本
稿の
検
討
結
果
を
以
て 、
直

ち
に
系
統
関
係の
全
容が
明
ら
か
に
さ
れ
る
とい
う
も
の
で
は
な
く 、
ま
た
右

の
諸
説が
否
定
さ
れ
る
とい
う
も
の
で
も
ない 。
し
か
し 、
少
く
と
も
本
稿の

検
討
結
果は 、
右
の
諸
説に
対
し
て 、
系
統
関
係の
解
明に
お
け
る
新
た
な
重

要
な
一
視
点を
提
示す
る
も
の
で
あ
る
と
言え
よ
う 。

一
方 、
犬
飼
守
蒸
氏は 、
右の
諸
説に
対し
て 、
和
訓
等に
附さ
れ
た
合
点

と
熟
字の
登
載
状
況
と
の
視
点か
ら 、
改
編
本
各
本は
蓮
成
院
本
↓

高
山
寺
本

注

羽

↓
観
智
院
本・
西
念
寺
本の
順に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
た 。
本
稿

の
検
討は 、
熟
字
訓
を
対
象と
し
てい
る
点で
こ
の
犬
飼
氏の
検
討と
関わ
り 、

注

お

そ
の
結
果
も
犬
飼
氏の
説に
符
合
す
る 。
即
ち 、
本
稿の
検
討は 、
犬
飼
氏の

説の一
部
を、
新
撰
字鏡
を
出血(
と
す
る
熟
字
訓
の
増
補の
面か
ら
具
体
的に

裏づ
け
詳
密に
す
る
も
の
で
あ
る
と
言え
よ
う 。
ま
た
草
川
昇
氏は 、
観
智
院

本 、
高
山
寺
本 、
蓮
成
院
本に
つ
い
て 、
標
出
字 、
和
訓の
統
計
的
な
比
較
を

さ
れ
た
う
え 、
三
本の
系
統
関
係
を
種々
に
想
定さ
れ 、
六つ
の
系
統
図
を
掲

注

却

げ
ら
れ
てい
る 。
本
稿の
検
討
結
果は 、
こ
の
草
川
氏の
検
討
結
果
と
も
通
じ

注

引

合
う
所が
多い 。

以
上
の
よ
うに 、
系
統
関
係に
関わ
る
従
来の
説と
の
関
係
を
考
え
た
場
合 、

本
稿に
お
け
る
検
討
結
果は 、
改
編
本の
系
統
関
係
を
解
明
す
る
上
で
も一
つ

の
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
と
共に 、
各
本の
成
立
事
情の
分
析
を一
層
詳
細

に
し
て
行く
緒
と
な
る
も
の
で
ある
と
思わ
れ
る 。
本
稿は 、
改
編
本
類
衆
名

義
抄の
和
訓
の一
々
の
出血(
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究の一
つ
で
あ
る

が 、
改
編
本
諸
本の
成
立
事
情
や
系
統
関
係の
解
明の
為に
も 、
本
稿の
よ
う

な
方
法に
よ
る
出
典
研
究が 、
今
後一
層に
必
要
と
な
る
と
思わ
れ
る 。
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四
、

お

わ

本
稿に
お
け
る
各
検
討の
結
果
と
そ
の
意
義と
に
つ
い
て
は 、
そ
の
都
度
述

べ
て
来た
通
り
で
あ
る 。
こ
こ
で
は 、
改
編
本
類
衆
名
義
抄の
和
訓に
新
撰
字

鏡
の
影
響の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で 、
今
後に
残さ
れ
た
問
題
と
し
て

以
下の
事
を
述べ
て
本
稿
を
結び
たい 。



改編本類衆名義抄における新撰字鏡を出典とする和司|の増補について

原
撰
本
唯一
の
伝
本
で
あ
る
図
書
寮
本
に
新
撰
字
鏡
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
は 、

上
述
の
如
く
で
あ
る 。

そ
の
新
撰
字
鏡
が 、

何
故
改
編
本
に
至
っ
て

用
い
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る 。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
り 、

解
明
は
今
後
の
検
討
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が 、

少
く
と
も
次
の
事
は
指

摘
さ
れ
る 。

新
撰
字
鏡
は 、

平
安
時
代
前
期
の
終
り
昌
泰
年
間(
八
九
八
1

九
O

二
頃
に 、

僧
昌
住
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
漢
和
辞
書
で
あ
る
が 、
以
後
院
政
期

に
至
る
ま
で
の
約
二
百
年
間
は 、

そ
れ
の
使
用
さ
れ
た
形
跡
が
少
く
と
も
見
出

さ
れ
て
い
な
い 。

と
こ
ろ
が 、

天
治
元
年
(一
一
二
四)
に
な
っ
て 、

法
隆
寺
の

僧
ら
に
よ
っ
て
所
謂
天
治
本
の
新
撰
字
鏡
が
書
写
さ
れ
る 。

そ
し
て 、

丁
度
そ

の
前
後
頃
を
境
に
し
て 、
新
撰
字
鏡
を
引
用
し
た
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る 。

即
ち 、

僧
心
覚
(一
一
一
七
1一

一
八
O)
の
著
し
た
「
錦
珠
紗」 、

同
じ
く

心
覚

の
撰
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
香
築
抄」

の
裏
書 、

五
島
美
術
館
蔵
「
粥
勅
上
生

経
疏」

の
院
政
期
の
書
写
と
見
ら
れ
て
い
る
表
紙
見
返
の
書
入
れ
に 、

夫
々
新

撰
字
鏡
の
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が 、

既
に
知
ら
れ
て
い
る 。

ま
た 、

院
政
期

か
ら
鎌
倉
初
期
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
世
尊
寺
本
「
字
鏡」
に
も 、

新

撰
字
鏡
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。

時
代
が
降
っ
て 、

文
安
二
年
二
四
四
五)
成
立

の
「
壇
糞
抄」
に
も
新
撰
字
鏡
の
引
用
が
あ
る 。

以
上
の
よ
う
に 、

こ
れ
ま
で

に
知
ら
れ
て
い
る
資
料
に
よ
る
限
り
で
は 、

新
撰{
子
鏡
が
広
く

使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は 、

院
政
期
の
西
騰一
一
0
0
年
代
頃
以
降
と
見
ら
れ
る 。

改

編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
い
て
新
撰
字
鏡
が
使
用
さ
れ
た
の
も 、
一
つ
に
は
そ
の

よ
う
な
時
代
的
状
況
が
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う 。

尤
も 、

原
撰
本
た
る
図
書
寮
本
の
成
立
も
一
一
O
O
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い

る 。

し
か
も 、

そ
の
編
者
は 、

天
治
本
新
撰{
子
鏡
を
書
写
し
た
法
隆
寺
僧
と
同

じ
く
法
相
宗
の
僧
侶
と
考
え
ら
れ
て
い
る 。

そ
の
図
書
寮
本
に
新
撰
字
鏡
が
用

い
ら
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は 、

更
に
別
の
観
点
か
ら
の
検
討
も
必
要
で

注

目記

あ
ろ
う 。

注
l

こ
れ
ま
で
に
比
較
を
行
っ
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る。

〔
辞
書・立国
義〕
和
名
類
爽
抄
(
元
和
本・
筆
注
本)

本
草
和
名
(
寛
政
版

本)

新
撰
字
鏡(
天
治
本・
享
和
本)
二一
巻
本
色
葉{子
類
抄(
前
田
本
及

び
黒
川
本)

節
用
文
字
大
般
若
経{子
抄
(
石
山
寺
本)

〔
漢
籍〕
O
文
選・:
書
陵
部
蔵
応
永
1
永
享
点 、
九
条
本
各
点
本、
書
陵
部

蔵
巻
二
院
政
初
期
点 、
猿
投
神
社
蔵
巻一
弘
安
五
年
写
本、
同
蔵
巻一
正
安

四
年
校
本
o
白
氏
文
集・
神
田
本
巻
三・
四
天
永
四
年
点
o
遊
仙
窟

:・
陽
明
文
庫
蔵
貞
和・
嘉
慶
点 、
醍
醐
寺
蔵
康
永
三
年
点 、
真
福
寺
蔵
文
和

二
年
写
本、
江
戸
初
期
無
刊
記
本
O
史
記目白
書
陵
部
蔵
永
正
点
O
春

秋
左
氏
伝:
書
陵
部
蔵
春
秋
経
伝
集
解
文
永
点・
弘
安
点

〔
国
書〕
0
日
本
書
紀

乾
元
本、
図
書
官官
本
永
治
二
年
頃
点 、
前
田
本
院

政
期
点 、
酬

師

国
史
大
系
所
収
本(
上
記
点
本
に
欠
く
巻)

O
古
語
拾
遺

:
嘉
禄
本、
暦
仁
本
O
延
喜
式

九
条
本(
巻
十
ま
で
の
現
存
本) 、
日

本
古
典
全
集
所
収
本
O
令
義
解

猪
熊
本、

結

国
史
大
系
所
収
本

O
養
老
律・
蜘

嗣

国
史
大
系
所
収
本
O
続
日
本
紀
の
宣
命:
糊

嗣

国
史

大
系
所
収
本
O
寓
葉
集・
校
本
高
葉
集(
佐
佐
木
信
網
他
編)

O
和
泉

往
来
O
高
山
寺
本
古
往
来
O
本
朝
文
粋:・
身
延
山
久
遠
寺
蔵
建
治
二

年
写
本、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
江
戸
初
期
写
本
(
巻一
の
み)

注
2

佐
藤
喜
代
治「
新
撰
字
鏡
の
本
文
に
つ
い
て」
(
東
北
大
学
文
学
部
研
究

年
報
第一
号 、
昭
お・
3) 。
氏
は 、
新
撰
字
鏡
の
誤
っ
た
和
訓
や
そ
の
よ

う
に
訓
む
理
由
の
不
明
な
和
訓
が 、
観
智
院
本
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る

こ
と
よ
り、
両
書
の
関
係
を
推
定
し
て
お
ら
れ 、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
思

わ
れ
る。
但
し 、
「(
観
智
院
本)
名
義
抄
で
焼

娘 、
鐙
娘 、
館一眼
を
同
じ

く「
イ
ヒ
ホ
ム
シ
リ」
又
は
「
イ
ホ
ム
シ
リ」
と
訓
ん
で
ゐ
る
こ
と
も
字
鏡

と
同
様
で
あ
る。」
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
3
例
の
熟
字
訓
に
つ
い
て
は 、
新
11  



撰字鏡の
天治本と享和本とには夫々

品

開

眼鐙鎗
鶴

間

机

官

官蛸
経

机

牡

辞

瑚

剛志(天治本巻八幻

丁裏-
n丁表)
(この並びに「蛙」
字を脱するか)

姑
附

特

級

酬

剖

師

事

長

鍔話持が(享和本俗了表)

とあり、
標出字として「
娩娘」「健娘」「鰭矯」
の
熟字が掲げら

れてい
るわけではない。
従っ
て
本稿では、
観智院本のこの3例の

熟字訓は、
新撰字鏡に一
致する熟字訓とは
-認定していない。
尚、

和名類緊抄に
次の条がある(元和本による)。

燈一般
…四柏町一策名苑云鐙一娘
一
」

刊一
名蛤一環
一絡

む一

柳名(以下略)

(巻十九四了表)

注3
吉田金彦「観智院本類取指名義抄の
参照文献」(馨林第九巻第三

号、
昭お・
6)。

注4
高瀬正一「和訓よりみた「新撰字鏡」と「観智院本類衆名義抄」

について」(語文研究(九州大学)
第四十四・
四十五号、
昭日・

6)。

注5
影響関係を認め易い
ものとい
うことで、
八音節以上の
長大な

和訓を選んでおられる。

注6
注2
を参照。

注内ZEe-
観智院本のテキストには、
断書
慨善本叢書の複製本を用いる。

但し、
用例の所在は
便宜的に風間書一房刊行の複製本の頁数によ

49。
注8
新撰{子鏡天治本、
享和本のテキストには、
京都大学文学部国語

学国文学研究室編の複製本を用いる。

注9
標
山」

駐日「曝」
の
次に「噌」
として登載されているが、
高山寺本

に「噌|」(乃了表3
行)
とあることより、
「|(曜ご
の誤脱と

判断される。また、
⑦と③とは
新撰字鏡の
同一
の項に
拠っ
ている

と見られるが、
標出字の上接{子が⑦と
③とで異なり、
⑦は天治本

に、
⑧は享和本に一
致する。
語義からは
⑦の「喰」
が正しい。

注凶
⑦③については、
前田本色葉{子類抄に「喰曜スカナシ」(下m

丁裏)があるが、
三訓が新撰字鋭に一
致することより、
三訓とも

新撰母子鏡に
拠ると考えて良かろう。

注U
「郭公」
と標出されているが、
「鳥」
部における一
連の「鳥」

字の
熟字の中に存することより、
「|(鳥ご
の誤脱と考えられ

る。
注ロ
⑧⑧に関しては、
和名類聴衆抄に次の例が存する(元和本によ

る)。島儀鳥
唐韻云臨機
時

間

仁

額一名今之郭公也(巻十八8
丁表)

一朔麓
蘇敬本草注云
雲
間

吾

川間即陵英也(巻
二十日丁表)

⑧「務濯問」
の直前の項「諸問首
位

ソ

ク

に
ド此間
二

は、
和名類衆抄の

右掲に
拠っ
ていると考えられる。

注目
⑫「可咲」
には、「アナアカシ」
と「ヲカシ」
とのこ
訓が
掲げ

られている。

ト

タ

守

エ

ス

リ

注M
和泉往来に
も「木1賊借1木」(「エ」
はママ)(MW行)
の例が
あ

ヲ色。
注目
「オホチカフクリ」
も新撰{子鏡享和本の「が保地不久利」
に
近

い
が、
この訓は和名類衆抄の左記(元和本による)に
拠ると考え

られる。
蜂娘
糊蛸策名苑云(
中略)
螺蛸
号一
名甫E
E一一
完
走

一一
音

曲
命令

保知
加
不
久
里

鐙娘子也(巻十九時丁裏)

注凶
正式名は「三費類字集」。
テキストにま天
理善本叢書の複製本

』

図

書

館

を用いる。

注げ
正式名は「三賀類衆名義抄」。
テキストには
未刊国文資料別巻

の
複製本を用いる。一
部、
鎮国守国神社での
実地調査も行っ
てい

る。

12 



改編本類衆名義f少における新撰字鏡を出典とする和訓の精補について

注
四

天
理
図
書
館
で
の
実
地
調
査
に
よ
る。

注
目

蓮
成
院
本
で
は 、
「
口」
部
土木
尾
に
「
噺」
以
下
「
嵯
呼」
ま
で
の
は山
項

が
小
書
で
詰
込
ん
で
書
か
れ
て
お
り(
筆
跡
は
他
の
部
分
と
同
じ
て
犬
飼

守
潔
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く(「
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
諸
本
に
見
ら

れ
る
合
点
の
考
察
11成立論へ
の
手がか
り
|!」

愛
知
県
立
惟
信
高
等
学
校

研
究
紀
要
五 、
昭
ω・
3) 、
こ
の
部
分
は
後
補
の
様
相
を
伝
え
る
も
の
と

見
ら
れ 、
し
か
も 、
こ
の
小
書
部
分
の
標
出
字・
注
文(
和
訓)
が
誤
写
等

の
細
か
い
点
を
除
き
高
山
寺
本
の「
口」
部
未
尾
に
完
全
に一
致
す
る
こ
と

か
ら 、
改
編
本
の
他
本(
高
山
寺
本
に
近
い
か)
か
ら
追
加
さ
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る。
⑩
⑧
は
こ
の
中
に
存
す
る。
②
が
存
す
る
岡
本
の「
虫」

部
の
末
尾
部
分
も 、
小
書
に
は
な
っ
て
い
な
い
が 、
部
首
の
末
尾
で
あ
る
こ

と
か
ら
後
補
に
よ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る。

注
初

観
智
院
本
の
「
水」
部
は 、
標
出{子
が
「
沙」
で
終
っ
て
い
る
の
に
対
し

て、
蓮
成
院
本
で
は 、
そ
の
後
に
更
に「
淋
議」
以
下
回
項
が
続
い
て(
小

書
に
は
な
っ
て
い
な
い)
終
っ
て
い
る。
@
@
⑮
は 、
こ
の
中
に
⑪
⑧
⑧
の

順
で
連
続
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る。

注
幻

観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
と
の
各
部
首
の
末
尾
を
比
較
す
る
と、
渡
遁
貧

氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
(「
諒

肘

料

類
衆
名
義
抄
に
つ
い
て」

『
叫

細

間

間

国
文
学
論
集』
昭
お・
3) 、
概
し
て
観
智
院
本
の
方
が
様
出
字

が
多
く
並
ん
で
お
り、
注
却
に
述
べ
た
「
水」
部
末
尾
の
標
出
字
の
状
況

は 、
そ
れ
自
体
例
外
的
で
あ
る。

注
幻

単{子
訓
に
つ
い
て
は 、
同一
の
標
出
字
に
対
す
る
複
数
の
和
訓
が
揃
っ

て
新
撰
字
鏡
と一
致
す
る
も
の
や 、
佐
藤
喜
代
治
氏
や
高
瀬
正一
氏
が
指

摘
さ
れ
た
例
の
よ
う
に
(
注
2、
4・
5
参
照) 、
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す

る
可
能
性
の
極
め
て
高
い
も
の
に
限
定
し
て、
観
智
院
本、
高
山
寺
本、
蓮

成
院
本
の
重
な
り
合
う
範
囲
内
で
比
較
し
た
所
で
は 、
概
ね
次
の
よ
う
で

あ
る。
高
山
寺
本
は 、
観
智
院
本
に
登
載
の
も
の
の
殆
ど
が
登
載
さ
れ
て
い

て、
熟
字
訓
と
同
様
で
あ
る。
一
方
達
成
院
本
に
は 、
観
智
院
本
に
登
載
の

も
の
の
約
六
割
が
登
載
さ
れ
て
お
り
(「
イ」
本
の
和
訓
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
は
含
ま
な
い
て
熟
字
訓
と
は
状
況
が
異
な
り
同
列
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い。
し
か
し 、
蓮
成
院
本
に
お
い
て、
単
字
訓
の
約
四
割

が 、
登
載
さ
れ
て
い
な
い
か
若
し
く
は「
イ」
本
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ 、
そ
の
事
と
熟
字
訓
の
大
多
数
が
登
載
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
と
は 、
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い。
尚 、
西
念
寺
本
は
観
智
院
本
と
殆
ど

同
じ
で
あ
る。

注
お

蓮
成
院
本
の
中
で 、
「
僧」
帖
の一
連
の「
文」
部(
官
頭一
頁
を
除
く)

「
支」
部
「
凡又」
部
の
み
は 、
他
の
部
分
と
は
本
文
の
素
姓
が
異
な
り、
高

山
寺
本
系
の
本
文
で
あ
る
と
見
ら
れ
る(
拙
稿「
蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の

成

立

に

つ

い

て

ll

異

質

な

本

文

を

有

す

る

部

分

の

存

在

と

そ

の

素

姓

||
」

鎌

倉

時

代

語
研
究
第
八
輯 、
昭
ω・
5) 。
し
か
し 、
観
智
院
本、
蓮
成
院
本
と
も 、

「
又」
「
支」
「
交」
部
に
は
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
可
能
性
の
考
え
ら
れ

る
熟
字
訓
が
全
く
見
ら
れ
な
い
た
め(
高
山
寺
本、
西
念
寺
本
は
こ
の
部
分

を
現
存
し
な
い
て
本
稿
で
は
こ
の
点
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た 。

注
川ω

西
念
寺
本
に
つ
い
て
は 、
観
智
院
本
と
の
先
後
で
は
説
が
分
れ
る
も
の

の、
観
智
院
本
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
見
方
で
は
諸
説
が
略 e一
致
し

て
お
り、
本
稿
の
検
討
結
果
も
そ
れ
に
符
合
す
る。

注
お

岡
田
希
雄
『
類
衆
名
義
抄
の
研
究」 。

注
お

川
瀬一
馬
『
古
僻
替
の
研
究』
(
昭
ぬ・
U) 。

注
目μ

渡

きこ
三

重綱{子
集』
解
題
(
一子

脚

善
本
叢
書 、
昭
必-
U) 。
蓮
成

院
本
に
つ
い
て
は 、
「
蓮
成
院
本
の
み
「
三
宮貝
類
爽
名
義
抄」
な
の
は 、
部

首
数
分
間
系「
類
衆
名
義
抄」
と
紙
数
分
冊
系「
三
貨
類
字
集」
と
が 、
蓮

成
院
本
の
側
の
あ
る
時
点
で
交
渉
を
持っ
た
か
ら
で
は
な
い
か 。」
と
述
べ

て
お
ら
れ
る。

注
お

犬
飼
守
策 、
注
目
論
考 、
並
び
に「
改
編
本
系
類
田県
名
義
抄
諸
本
の
成
立
13 



事
情
||軌
字にかかわる
問題点の一
考

察||」
(
愛
知
県
立
惟
信
高
等
学
校
研

究紀要七、
昭日・
3)。
熟字については「『類衆名義抄」
||観智

院本と蓮成院本と
||の「雑」
部の比較対照(下)」(植山女学園大学

研究論集第十三
号第二
部、
昭日・
2)
に
も言及がある。

注mu
先に
掲げた
諸例から判るように、
新撰{子鏡を出典とすると考

えられる熟字訓には(単字訓も問機)、
観智院本、
高山寺本にお

い
て
合点の附されたものが
多い
(吉田金彦氏も注3論考で
指摘

される)。
その理由につい
て
即断はできない
ものの、
この点も、

合点の附された部分を増織部分であるとする犬飼氏の
説(注目

論考)
と符号する。

注
初

草
川
昇
「
改
編
本
系
名
義
抄
相
互
の
関
係
||僚出字・
和訓の
面からの一
考

察ll」(訓点語と訓点資料第六十八輯、
昭幻・
5)。

注訂
草川氏は、「熟字数の
多少からのみの
推測として、
蓮成院本↓

高山寺本↓観智院本が考えられる」との、
犬飼氏と同様の
見解を

述べ
られてい
るほか、
蓮成院本には見られない
が他の二
本に
見

られるとい
う和訓が
多い
とも指摘されてい
る。また、
氏の
掲げら

れた六つの
系統図の
内、

-高||観

「
蓮

(

ザ |観

の三つに、
本稿の検討結果が
符合する。

注刊品
築島裕氏は、
この問題につい
て、「訓読史上の図書官官本類衆名

義抄」(国語学第三十七輯、
昭幻・
4、
「平安時代の
漢文訓譲語

につ
きての研究」
所収)
の
中で、
「(新撰字鏡は)
内容が不整備

なために
無視されたのか、
又撰者昌住が著名でない
為に
注目さ

れなかったのか明らかでない
が、
とにかくあまり重視されなか

っ
たのかもしれない。」と
述べ
ておられる。
昌住なる人物の
由来姓

蓬||高||観

が未詳で
あること、
図書寮本に引用されている辞書・1日義類に
著

名な人物の手に成るものが多いこと(しかも多く「川(願)
云」

「員(輿興)
云」
の如く人名で引かれる)
より推せば、
築島氏の

推定は首肯されよう。
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{
附記〕
本稿は、
国語学会昭和五十九年秋季大会における口
頭発表を

基に、
改題のうえ纏め直したものである。
発表会の
席上、
前田宮線、

阪倉篤義、
田島敏堂、
築島絡の
各先生方には、
貴重な御意見と御教示

とを賜わっ
た(お
名前は御発言を戴い
た順)。
記して深謝申し上げ

ヲ色。

||

広
島大
学
院
生

||

(昭和六十年九月十七日
受理)


